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資料① 
 

既設の博士前期課程におけるこれまでの主な修士論文題目 
 
 「日本人のコミュニケーションにおけるコンテクストについて 日本人のコミュニケ

ーションにおけるコンテクストの持つ意味と背景」 
 「『空気』を中心にしたコミュニケーションに関する一考察―実務現場の視点から―」 
 「『平家物語』の文体―訓読語にみる副詞を中心として―」 
 「『今昔物語集』の原典の取り入れ方について―『法苑珠林』との対照―」 
 「日本人の集団意識について―中国人との比較から―」 
 「関東州及び南満鉄附属地における日本語教育に関する一考察」 
 「日系進出企業の人事管理に関する考察」 
 「日中貿易の発展と諸課題―とくに 1980 年代以降を中心として」 
 「日本自動車工業の技術革新と経営戦略に関する一考察」 
 「オバマ新大統領と日米関係」 
 「日中の流行語の比較について」 
 
 
既設の博士前期課程におけるこれまでの主な研究発表会題目 
 「現代日本社会の急速な変化とビジネスマンの活力に関する一考察」 
 「日本の恥の文化について」 
 「『法苑珠林』と『今昔物語集』の文体の比較」 
 「日本文学にみる女性の心情」 
 「日中間のパーセプションギャップについて」 
 「日本人の集団意識―中国人の集団意識との比較から―」 
 「北西太平洋の地政学」 
 「日中都市家庭における育児状況について」 
 「日本人と中国人の生活意識の比較―若者を中心に―」 
 「現代迄残っている日本の江戸時代の食文化―中国の食文化と比較して」 
 「日中敬語の比較」 
 



資料②

武蔵野学院大学大学院進路希望調査結果

◇調査主体　
◇調査対象：武蔵野学院大学大学院生（研究生および特別研究生含む）　34名　
◇アンケート回収数：26
◇調査年月：平成21年12月

1．修士課程の授業に満足しているか

希望内容 満足 やや満足 普通 やや不満 不満
希望者数 21 3 2 0 0

割合 81% 12% 8% 0% 0%

2．修士論文の進捗状況

希望内容 順調 やや順調 普通 やや遅れている 遅れている
希望者数 18 4 4 0 0

割合 69% 15% 15% 0% 0%
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資料②

3．修士課程修了後の進路希望

希望内容
博士課程へ
進学を希望

博士課程に
進学を検討

就職を希望 未定 その他

希望者数 12 3 11 0 0
割合 46% 12% 42% 0% 0%

4．本学に博士課程が設置された場合、進学したいと思うか

回答 是非進学したい 進学を検討したい
日本の他大学の

大学院を
希望している

留学して海外の
大学院に
進みたい

その他

回答者数 11 2 2 0 0
割合 73% 13% 13% 0% 0%
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資料②

5．博士課程に進学した場合、どのような分野についての研究をするつもりですか

【専門分野について】

回答 文化に関する研究 言語に関する研究
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝに
関する研究

その他

回答者数 10 1 2 2
割合 67% 7% 13% 13%

【対象とする国について】（複数回答可）
回答 日本 中国 アメリカ その他の国 対象国なし

回答者数 12 13 1 1 0
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ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝに関する研究
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20%
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希望内容 満足 やや満足 普通 やや不満 不満

希望者数 21 3 2 0 0

割合 81% 12% 8% 0% 0%

希望内容 順調 やや順調 普通 やや遅れている遅れている

希望者数 18 4 4 0 0

割合 69% 15% 15% 0% 0%

希望内容
博士課程へ
進学を希望

博士課程に
進学を検討

就職を希望 未定 その他

希望者数 12 3 11 0 0

割合 46% 12% 42% 0% 0%

回答
是非進学
したい

進学を検
討したい

日本の他
大学の大

学院
を希望し
ている

留学して
海外の大

学院
に進みた

い

その他

回答者数 11 2 2 0 0
割合 73% 13% 13% 0% 0%

回答
文化に関
する研究

言語に関
する研究

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
に関する

研究
その他

回答者数 10 1 2 2
割合 67% 7% 13% 13%

回答 日本 中国 アメリカ その他の国対象国なし
回答者数 12 13 1 1 0

回答

「日本」
と「中

国」の2国
を

回答した
者

「日本」
のみを回
答した者

「中国」
のみを回
答した者

その他

回答者数 9 2 3 1
割合 60% 13% 20% 7%
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武蔵野学院大学学長

高橋暢雄閣下

…この度、武蔵野学院大学大学院が国際コミュニケーション研究科博士後期課程の設置を申請してい

ることを聞き、大連外国語学院日本語学院を代表して挨拶の文書をお送りします。

大連外国語学院日本語学院は、海外における最も大きな日本語教育機関として、数十年来、日本語

に堪能な数多くの優秀な人材を社会に送り出してきました｡現在、日本語学部に、３，２００名の学生

が在籍しており、また、大学院の日本語言語文学、外国語言語学及び応用言語学研究科に１６０名の

大学院生を有しています。大学院生のうち、修士課程修了後に博士後期課程への進学を望んでいる学

生は４分の1を占めています。また、その大半の大学院生は日本の大学院の博士後期課程への進学を

希望しています。

武蔵野学院大学は大連外国語学院大学の協力大学として、優秀な教員を有しかつ完壁な教育システ

ムを備えていることを存じています。既に毎年、多数の学生が武蔵野学院大学大学院修士課程に進学

しております。その学生達の多くは武蔵野学院大学大学院博士後期課程への進学を希望しています。

両大学間の学術交流を更に深めるために、今後、武蔵野学院大学大学院博士後期課程に留学生を派遣

へする件について協力していきたいと考えいます。

敬具

２０１０年２月２６日

大連外国語学院（大学）

帥語学院院剥鐵
地祉：中国大連市旅１１耐i南路西段六号Ｈ１ＩＩ編：ｌ１６０４４

Ｔｅｌ：0411－86111050Fax8O411-82807930Website：www､dlufLedu.ｃ、
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武蔵野学院大学学長

高橋暢雄宛

大学院博士後期課程設置に関して

武蔵野学院大学が大学院博±後期課程国際コミュニケーション研究科の設置準備をして

いることを聞き、大変うれしく思います｡，

さて、2006年１０月に、両大学が友好関係を結んでから、様々な交流活動が活発に行われ

ています。2007年１０月には武蔵野学院大学の国際交流センター長一行の来訪、そして

１１月には新江工商大学学長と曰本譜言文化学院長の武蔵野学院大学への訪問も実現しまし

た。そして、学生交流においては、言語文化研修を始め、留学生の交互派遣も議事日程に
乗せています。

ご存じのように、新江工商大学には日本言語文学学科と大学院修士課程日本言語文学研

究科があり、修士課程を卒業してから曰本の大学の博士課程に進学してより専門的かつ体
系的に研究を深めていくことを望む学生が数多くいます。

武蔵野学院大学大学院に博士後期課程設置が実現すれば、湘江工商大学の学生は学問を
研鎖するより良い環境を得ることができ、人材育成の新たな機会が開かれるものと確信し
ます。

武蔵野学院大学大学院に博士後期課程が設置されることを期待しています。
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武蔵野学院大学学長

高橋暢雄宛

この度、武蔵野学院大学が国際コミュニケーション研究科博士後期課程の設置に取り組

んでいることを知りました。杭州師範大学では、日本語教育を中心に取り組んでいる応用

日本語学科が設置されており、多くの学生が卒業後日本の大学院に進学することを希望し

ています。武蔵野学院大学大学院に博士後期課程の設置が実現すれば、杭州師範大学の学

生にも学問を研究するより良い環境を与えることができ、両大学間の国際交流に貢献でき

るものと確信致します。

/`1m'miiiimmmmim、 武蔵野学院大学大学院に博士後期課程が設置される

/`:１１Ⅷ'''9mm、



2010年３月２９曰

武蔵野学院大学学長

高橋暢雄様

北京理工大学外国語学院

曰本語学科主任

郭玉傑圷砂立

拝啓時下貴大学にはますますご発展のこととお喜び申し上げます。

さて、突然のお手紙にて失礼の段、何卒お許しくださいませ。北京外国語大学日本語学

部の汪玉林先生から､武蔵野学院大学が国際コミュニケーション研究科博士後期課程を設

置なさることを伺いまして、心よりお祝い申し上げます。

北京理工大学外国語学院日本語学科が、2000年に学部生を、2004年に大学院生を受け

入れ始めました。今毎年学部生を約２５、院生を約５名受け入れています。多くの学生が
竃

卒業後曰本の大学院に進学することを希望しています。

このたび､貴大学の博士後期課程の設置を契機に､貴校と国際交流ができれば拳いです。

(､￣、

敬具
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資料④ 

1 
 

中国における日本語教育事情 
 
中国における日本語教育機関数・教師数・学習者数（2006 年） 
 
高等教育機関数 教師数 学習者数 
８８２ ７２１７ ４０７６０３ 

（国際交流基金の調査による） 
 
 
 
中国における日本語関連の博士後期課程を有する大学 
 
 北京大学 
 北京外国語大学 
 上海外国語大学 
 東北師範大学 

『中国大学全覧 2007』（厚有出版、2006 年） 
 
 



資料⑤

武蔵野学院大学大学院学位記授与に関する規程(案）

（目的）

第１条 この規程は、学位規則(昭和２８年文部省令第９号)第１３条及び武蔵野学院大

学大学院学則（以下「学則」という）第２０条の規程により、大学院が授与する
学位記についての必要な事項を定める。

（付記する専攻分野）

第２条大学院において授与する学位は、修士、博士の学位とし、付記する専攻分野
の名称は次の通りとする。

博士前期課程修士（国際コミュニケーション）

博士後期課程博士（国際コミュニケーション）

ｒｍｉｉ柵MmmmU、

（学位授与の要件）

第３条修士の学位は、武蔵野学院大学大学院博士前期課程に２年以上在学し、授業

料を完納し、学則第１１条の所定の授業科目について研究指導を含めて３０単位

以上を修得し、修士論文の審査及び最終試験に合格した者とする。

２博士前期課程の在学期間は、優れた業績をあげた者については研究科で特に

認めた場合に限り、１年以上在学すれば足りるものとする。

３博士の学位は、武蔵野学院大学大学院博士後期課程に３年以上在学し、授業

料を完納し、学則第１１条の所定の授業科目について８単位以上を修得し、必要

な研究指導を受けた上、博士論文の審査及び最終試験に合格した者とする。

４本条第３項に定めるものの他、博士の学位は、大学院が行う博士論文の審査

に合格し、さらに本大学院の博士後期課程を修了したものと同等以上の学力を

有することを確認された者に授与することができる。

/繍卿mmmm'、

（名誉博士の称号の授与）

第４条前項の規定にかかわらず、研究、教育、その他社会に対する貢献が顕著な者

に対しては名誉博士の称号を与えることがある。名誉博士の称号に関しては、

別に必要な内規を定めるものとする。

（学位の種類）

第５条本学において授与する学位は別記様式による。

１ 



資料⑤

（学位論文の審査）

第６条本大学院における学位の授与に関する論文の審査は、博士前期課程、博士後

期課程共に研究科委員会から委任された論文審査委員が行う。

（学位論文の提出）

第７条課程を修了する者が、学位論文を提出しようとする場合は、学位論文提出の

前セメスターに論文の題目を指導教授の承認を得て、研究科長に提出しなけれ

ばならない。

２課程を修了する者の論文は、在学期間中の所定の期日までに提出しなければ

ならない。

３課程を修了する者の論文題目の提出期限及び論文提出期限に遅れた場合は、

その学位論文を受理しない。

４第３条第４項により博士の学位を申請する者は、学位申請書に学位論文、論

文目録、論文内容の要旨、履歴書及び学位審査手数料を添え学長に提出する。

但し、本大学院博士後期課程に所定の年限以上在学して所定の単位を修得し、

必要な研究指導を受けた上、退学した者が退学した曰から３年以内に博士の学

位の授与を申請した時は、学位審査手数料を免除する。

５受理した学位論文及び学位審査手数料は還付しない。

ﾉmlMmMmiIlmmi、

（学位論文）

第８条修士、又は博士の学位論文は１編とする。但し参考として他の論文を添付す

ることができる。

２前項の論文は、修士の場合は２部（正本１部、副本１部)、博士の場合は３部

（正本１部、副本２部）とする。

３修士又は博士の学位論文審査のため必要がある時、研究科委員会は、資料等

を提出させることが出来る。

'`mm111MmWiIii;､､、

（論文審査委員会）

第９条研究科委員会は、修士論文審査委員に主査委員１名及び副審査委員１名の合

計２名の審査委員を任命し、審査委員会を構成する。

２研究科委員会は、博士論文審査委員に主査委員１名及び副審査委員２名の合

計３名、必要がある場合には副審査委員３名で合計４名の審査委員を任命し、

審査委員会を構成する。

３主査委員は、研究科専任教授から、他の委員は研究科科目担当教員及び、他

の大学の大学院で研究指導を行っている教員から研究科委員会が選任する。

４博士論文審査委員の主査委員に原則として指導教授はなることが出来ない。

２ 
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（最終試験）

第１ｏ条審査委員会は、学位論文の審査終了後、学位論文に関する内容等について最
終試験を行う。

２最終試験は、口頭又は筆答により行う。

３学位論文の最終試験の成績は、合格又は不合格とする。

（学力の確認）

第１１条審査委員会は、第３条第４項により学位の授与を申請する者に対しては、学
位論文の審査及び最終試験と併せて学力の確認を行うものとする。

２学力の確認は、学位申請者が本大学院博士後期課程を修了した者と同等以上

の学力を有するか否かについて口述試験又は筆記試験により行い、外国語につ

いて１種類を課する。但し研究科委員会が学歴、研究歴、教育歴、業績等によ

り学位申請者の学力の確認を行い得ると認めた時は、試験の全部又は一部を省
略することができる。

３本大学院博士後期課程に所定の年限以上在学し、必要な研究指導を受けた上、
所定の単位を修得し退学した者が、第３条第４項により学位の授与を申請した

ときは、退学した曰より３年以内に限り、学力の確認を省略することができる。
４前項により博士の学位を授与された者は課程博士とする。

r棚mWimmmmmmm、

（審査期間）

第１２条博士前期課程及び博士後期課程に在学している院生の博士の学位論文の審査、
最終試験は、在学期間中に終了するものとする。

２博士の学位論文の審査、最終試験及び学力の確認は論文を受理した日から１

年以内に終了するものとする。但し、特別の事情があるときは、研究科委員会
の議を経て、その期間を６月以内にすることができる。

/鰄螂mmmmi、

（審査委員会の報告）

第１３条審査委員会は、第１０条、第１１条の結果を研究科委員会に報告しなければな
らない。

２修士の審査結果は、論文内容の審査要旨、論文審査結果の要旨、最終試験結
果の要旨と修士の学位授与に値するか否かの意見書を添えて提出する。

３博士の審査結果は、論文内容の審査要旨、論文審査結果の要旨、最終試験結
果の要旨及び学力の確認結果の要旨と、博士の学位授与に値するか否かの意見
書を添えて提出する。

３ 
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（研究科委員会の議決）

第１４条研究科委員会は、第１３条の報告に基づいて審議し、学位の授与の可否を決定

する。

２学位授与の判定を行うには、研究科委員会構成員の３分の２以上が出席し、

その３分の２以上の同意を必要とする。

（研究科長の報告）

第１５条研究科委員会で学位授与を決定したときは、研究科長は学長に報告しなけれ

ばならない。

（学位記の授与）

第１６条学長は、研究科委員会の議決に基づいて学位を認定し修士、又は博士の学位

記を授与する。

２学位を授与出来ない者には、その旨通知する。

,mim1m繍、

（学位の名称）

第１７条本学の学位を授与された者が、その学位の名称を用いるときは、「武蔵野学院

大学」と付記するものとする。

（学位論文の公表）

第１８条博士の学位を授与したときは、本大学院は、授与した曰から３月以内に論文

内容の要旨及び審査の結果の要旨を公表する。

２博士の学位を授与された者は、授与された日から1年以内にその論文を印刷

公表しなければならない。但し、学位を受ける前に既に公表した論文に関して

はこの限りではない。

３前項の規定にかかわらず、学長は研究科委員会がやむを得ない理由があると

認めるときは、当該博士学位論文の全文に代えて、その内容を要約したものを

印刷公表することを認めることができる。但し、その学位論文の全文を求めに

応じて閲覧に供するものとする。

４博士の学位論文を公表するときは「武蔵野学院大学審査学位論文」と明記し

なければならない。

,烈耐1Ｗ;;､､,、

（博士の学位登録）

第１９条本大学院が修士、博士の学位を授与した時は、学位簿に登録する。

２博士の学位を授与したときは文部科学大臣に報告する。

４ 
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第２０条修士又は博士の学位論文１部は本学図書館に保管する。

（学位授与の取梢）

第２１条学長は、学位を授与された者が、不正の方法により学位の授与を受けた事実

が判明したとき、又はその名誉を恥辱する行為があったときは、研究科委員会
の議を経て当該学位を取消すことができる。

２学長は、前項の規定に基づき当該学位を取消したときは、学位記を返還させ、
かつ、その旨を公表するものとする。

３第１項の研究科委員会の議決は、研究科委員会構成員の３分の２以上が出席
し、その４分の３以上の同意を必要とする。

/認mmmMmmm、

（再発行の禁止）

第２２条学位記の再発行はしないこととする。

（事務）

第２３条学位記に関する事務は教務部が行なう。

（規程の変更）

第２４条この規程の変更は、 研究科委員会の構成員の過半数の承認を経て、学長が決
定する。

附則 この規程は、平成１９年４月１日より施行する。

この規程は、平成２３年４月１日より施行する。/#Ｉ１ｌＩｉＩＩⅧ､１m、

５ 
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氏 名

年 月 日 生

　の課程を修め、論文審査及び最終試験に合格したので修士（国際コミュニ

　ケーション）の学位を授与する。

平 成 年 月 日

　本学国際コミュニケーション研究科国際コミュニケーション専攻の所定

別記様式　第５条による学位記

学位記

契約　第　　号

大
学
印

武蔵野学院大学大学院研究科長　　　　　　　　　署名　　印　

武蔵野学院大学学長　　　　　　　　　　　　　　署名　　印　

※紙質　和紙、サイズ　Ａ4、文字　横書体

6
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氏 名

年 月 日 生

　ケーション）の学位を授与する。

平 成 年 月 日

武蔵野学院大学大学院研究科長　　　　　　　　　署名　　印　

※紙質　和紙、サイズ　Ａ4、文字　横書体

　の課程を修め、論文審査及び最終試験に合格したので博士（国際コミュニ

武蔵野学院大学学長　　　　　　　　　　　　　　署名　　印　

別記様式　第５条による学位記

契約　第　　号

学位記

大
学
印

　本学国際コミュニケーション研究科日中コミュニケーション専攻の所定

7
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                    １ 

武蔵野学院大学大学院  
国際コミュニケーション研究科日中コミュニケーション専攻  

博士後期課程 教育課程概念図  
 

コミュニケーションの底流にある 

文化に関して深い洞察力を修得 

 
 
 
 
 

 

 

 

研究指導 

 
国際コミュニケーション 

国際文化交流 

日中交渉史 

日中関係 

国際ビジネス 

国際情勢 

 
 
 

日 本 語 

中 国 語 

 

 

 

日 本 文 化 

中 国 文 化 

 

国際コミュニケーション研究科 

コミュニケーション関連 

言  語 文  化 

社会情勢等に鑑み、博士後期課程では、国際コミュニケー

ションを日中コミュニケーションに絞り込む。その上で、

３領域をバランスよく修得し、日中双方の置かれた文化

的・言語的背景および両国間の交流を高度なレベルで研究

し、日中間のコミュニケーションのあるべき姿を模索でき

る研究者を養成する。 

日中間の交流に加え、国際的視座を要する 

コミュニケーション等に関する知識を修得 

コミュニケーションの展開に即応する 

言語に関する知見を修得 

日中コミュニケーション専攻 
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学校法人武蔵野学院 定年規程 

 

 

（目 的） 

第１条   この規程は、学校法人武蔵野学院の教職員の定年に関する基本的な事項を定

めたものである。この規程に定めた以外の事項は法令の定めるところによる。 

 

（定年年齢） 

第２条   教職員の定年年齢は、次のとおりとする。 

（１）教育職員 

           ①大学院教授     満 70 歳 

②大学        満 65 歳 

           ③短期大学      満 65 歳 

           ④高等学校      満 60 歳 

           ⑤中学校       満 60 歳 

⑦幼稚園       満 60 歳 

（２）事務員         満 60 歳 

（３）環境管理員       満 65 歳 

２  満 65 歳に達した大学・短期大学の教育職員で本学の教育研究を遂行する上で

校務をはじめ専門に関する業績が顕著であり、かつ心身ともに健全であると教

授会が認め、かつ理事長が認めた場合は職名及び条件を理事会で検討し、承認

の上、専任の教育職員としてその翌年度以降、１年毎の満 70 歳までの契約雇用

とする。 

   ３  環境管理員については、満 60歳に達した時点で、給与の見直しを行うものと

する。 

 

（定年退職の日） 

第３条    教職員の定年退職の日は、定年に達した日の属する年度末日とする。 

 

（定年の延長の特例） 

第４条    平成 16 年度に開学する大学の教授については満 65 歳を過ぎても完成年度ま

で定年延長の特例とする。 

   ２  平成 19 年度に開学する大学院博士前期課程の教授については、満 65 歳を過

ぎても完成年度まで定年延長の特例とする。 
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2 
 

   ３  平成 23 年度に開学する大学院博士後期課程の教授については、満 70 歳を過

ぎても完成年度まで定年延長の特例とする。 

４  満 70 歳を過ぎた大学院の教授で大学院の教育研究を遂行する上で、専門に関

する業績が顕著であり、かつ心身ともに健全であり、他に替え難いと研究科委

員会が認め、かつ理事長が認めた場合は、職名及び条件を理事会で検討し、承

認の上、専任の教育職員として１年毎の契約で雇用することができる。 

 

（定年退職者の再雇用） 

第５条  満 60 歳に達した高等学校・中学校・幼稚園の教員及び事務員で、過去に懲戒処

分を含め業務上の問題点がなく、引き続き勤務することを希望し、心身ともに健

全で業務に堪えると再雇用専門委員会が認め、かつ理事長が認めた場合は、職名

及び条件を理事会で検討し、承認の上、教員は特別教諭として、事務員は特別職

員として１年毎の契約で高年齢者等の雇用の安定等に関する法律で定められた年

齢まで再雇用する。ただし、満 65歳に達した環境管理員の内、夫婦等で住み込み

等を伴う施設管理業務を行う者については、適宜再雇用専門委員会での議論を踏

まえ、職名及び条件を理事会で検討し、承認の上、1年毎の契約で再雇用すること

がある。 

  ２  再雇用専門委員会は法人本部内に設置し、中学高等学校長、中学高等学校事務

局長、大学短期大学事務局長、幼稚園及び中学高等学校教務関連担当者、本部関

連担当者、職員代表他で構成され、理事会にて任命される。 

 

（適用除外） 

第６条   この規程は、非常勤教職員及び雇用期間の定めのある者には適用しない。 

 

（規程の変更） 

第７条   この規程の変更は、理事会の議を経て理事長が決定する。 

 

 

附 則   この規程は、平成 16年４月１日から施行する。 

   ２  この規程は、平成 18年 5月 22 日から施行する。 

   ３  この規程は、平成 21年 4月 1日から施行する。 

   ４  この規程は、平成 21年 12 月 23 日から施行する。 

   ５  この規定は、平成 22年 4月 1日から施行する。 
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履修モデル(日本研究）

１ 

博士後期課程1年前期 博士後期課程1年後期 博士後期課程2年前期 博士後期課程2年後期 博士後期課程3年前期 博士後期課程3年後期 修了要件

コミュニケーション関連研究科目 日中関係特
殊研究 2単位以上

曰本語特殊
研究１

曰本語特殊
研究２ 2単位以上

文化研究科目 日本文化特
殊研究１ 2単位以上

(研究指導）

2単位

(研究指導）

2単位

(研究指導）

2単位

(研究指導）

2単位

(研究指導）

■■■■■■■ 

(研究指導）

￣ 

■■■■■■■■■ 

8単位以上

「

/繍､、
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履修モデル(中国研究）

修了要件博士後期課程3年後期博士後期課程3年前期博士後期課程2年後期博士後期課程2年前期博士後期課程1年後期博士後期課程１年前期

2単位以上

2単位以上

文
化
研
究
科
目

2単位以上

研究

指導
(研究指導）(研究指導）(研究指導）(研究指導）(研究指導）(研究指導）

8単位以上2単位2単位2単位2単位

２ 
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履修モデル(曰中関係研究）

３ 

1W±後期課程1年前期 博士後期謀程1年後期 博士後期課程2年Wi期 NI±後期課程2年後期 博士後期橡程3年前期 博士後期課程3年後期 修了要件

コミュニケーション四辺研究科目 曰中交渉史
特殊研究

曰中関係特
殊研究 2単位以上

中国語特殊
研究２ 2単位以上

文化研究科目 中国文化特
殊研究１ 2単位以上

(研究指導）

2単位

(研究指導）

2単位

(研究指導）

2単位

(研究指導）

2単位

(研究指導）

●■■■■■■ 

(研究指導）

￣ 

I■■■■■■ 

S単位以上

樅

/i1Hmm 
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1 

研究指導の流れ 
1 年次 4 月中旬 

 
 
 
 
 
5 月中旬 
 
6 月～1 月 
 
 
7 月下旬 
 
1 月中旬 
 
2 月下旬 

希望する研究分野、研究指導教授名を研究科委員会に提出。 
研究科委員会は、院生の申請に基づき研究分野及び研究指導に適した研究指導教授 1 名を

決定。 
研究指導教授は、院生の研究に直接必要とする授業科目や教育研究者として重要な科目の

履修指導を実施。 
 
院生は、研究指導教授の指導に基づき、研究テーマを決定し、研究科委員会に申請。 
 
研究指導教授は、研究方法、文献検索の方法、文献精読等により研究計画の立案指導。 
院生は、研究テーマについて研究計画を立案し研究指導教授に提出し指導を受ける。 
 
1 回目の公開研究中間発表会実施。 
 
最終的な研究計画を研究指導教授に提出。 
 
2 回目の公開研究中間発表会実施。 

2 年次 4 月～3 月 
 
 
 
7 月下旬 
 
2 月下旬 

本格的な研究資料の収集、整理等、研究活動の遂行。 
研究指導教授は、2 年次の 4～3 月に渡って研究の進度を確認すると共に、文献精読、調

査等の指導を行うと共に研究遂行に関する全般的な指導、研究成果のまとめ方を指導。 
 
3 回目の公開研究中間発表会実施。 
 
4 回目の公開研究中間発表会実施。 
公開研究中間発表会は、大学院教授全員の出席を求め、発表内容に係る問題点の指摘、助

言を行う。 
研究指導教授は、指摘された問題点等の解決方法、研究方法等についての指導を実施。 

3 年次 4 月中旬 
 
 
 
5 月中旬 
 
 
10 月下旬 
 
12 月上旬 
 
 
2 月中旬 
 
 
3 月上旬 

院生は、研究科委員会に研究指導教授の承認を得て、最終的な博士論文の論題を提出。 
研究科委員会は、博士論文の論題提出者の論文提出資格審査を実施し、その結果を当事者

に通知する。 
 
研究科委員会は、博士論文審査に関わる主査 1 名、副査 2 名を選出し、博士論文審査委員

会を設置し、当事者に通知。 
 
公開研究発表会を開催し、主査及び副査は出席し、その発表状況を審査資料とする。 
 
研究科委員会に博士論文を提出する。 
主査、副査による博士論文審査を開始。 
 
論文審査委員会は、博士論文の審査と共に、その論文内容及び専門領域に関する最終試験

（口頭試問）を実施。その判定結果を研究科委員会に報告する。 
 
研究科委員会は、論文審査委員会の報告に基づき、博士課程（後期）修了の合否を判定す

る。合の判定の博士論文は、学術誌等へ掲載し、公表するよう指導する。 
※秋入学者の場合は、4 月を 10 月、5 月を 11 月、6 月を 12 月、7 月を 1 月、8 月を 2 月、9 月を 3 月、10
月を 4 月、11 月を 5 月、12 月を 6 月、1 月を 7 月、2 月を 8 月、3 月を 9 月と読み替えて指導する。 
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1 
 

想定される研究テーマ 
 
● 「日本語の漢字と中国語の漢字の比較研究」 
● 「日訳中における文化制約について」 
● 「日本語表現法における文化的特性について」 
● 「日系企業における日中コミュニケーションの文化的衝突について」 
● 「日本と渤海国の交流について」 
● 「漢字から見る日中交流」 
● 「日中国交正常化以来の中国の日本文明の吸収について」 
● 「演劇に見る日本の国際交流の一考察」 
● 「蜷川幸雄に見る日本の国際文化交流の一考察」 
● 「日本文化発信力としてのメディア芸術に関する一考察」 
● 「情報のグローバル化と国際コミュニケーション状況の変容」 
● 「国家開発とコミュニケーション、情報化戦略の政策的な関連性」 
● 「日本と台湾の相互イメージの変化と背景」 
● 「国際広報・宣伝とコミュニケーション政策の日中比較」 
● 「現代においても冠婚・葬祭や日常生活に関して対外的人間関係の慣行において江戸

時代的価値判断を継承している事例の実態的調査・分析に関する研究」 
● 「反社会的行為と思われる我々の規範意識の中でその淵源が江戸時代的価値判断から

看取される事例の研究」 
● 「わが国における婚姻の実態的変遷―法民俗学的側面よりの一考察―」 
● 「中世日本語資料としての抄物言語の研究」 
● 「今昔物語集と平家物語とにおける漢語の比較研究」 
● 「和語動詞連用形の名詞化に関する生成と発展」 
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埼玉県大学・短期大学図書館協議会会則

（名称および事務局）

第１条本会は、埼玉県大学・短期大学図書館協議会、略称ＳＡＬＡ（saitamaAcademic

LibraryAssociation）といい、事務局を代表幹事館におく。

（会員）

第２条 本会は、県内大学・短期大学図書館（分館・分室を含む)、その他の類縁機関をも
って正会員とする。

本会の事業に賛同する団体を賛助会員とすることができる。２ 

,`鰄螂iiwmmm、

（加盟および脱退）

第３条本会に加盟あるいは脱退しようとする正会員、賛同会員は、代表幹事館あてに文
書をもって申込みあるいは届け出しなければならない。

（目的および事業）

第４条本会は、会員間の相互協力を通じて、相互の改善向上を図ることを目的とし、そ
の目的達成のために次の事業を行う。

（１）図書館等間の相互協力の推進

（２）図書館活動に関する調査・研究

（３）研修会等の開催

（４）会報等の発行

（５）その他、本会の目的達成に必要な事業

r餡､､'':ｉＩ''''''１m1,,1、

（機関）

第５条本会に次の機関をおく。

（１）総会

（２）幹事会

（総会）

第６条 総会は、代表幹事館が招集し、通常年１回開催する。ただし、必要に応じて臨時
に総会を開催することができる。

総会は、正会員の過半数の出席（委任状を含む）で成立し、出席した正会員（委

任状を含む）の３分の２以上の賛成で議決する。ただし、可否同数のときは議長
の決するところによる。

議決権は、正会員１館につき１票とする。正会員、賛助会員あたりの総会出席者

２ 

３ 

１ 
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の人数は制限しない。

（総会の議決時候）

第７条総会は、次の事項を審議・議決する。

（１）事業計画に関する事項

（２）予算および決算に関する事項

（３）会則および細則の制定、改廃に関する事項

（４）幹事館、監査館の選出

（５）その他、本会の事業、運営に関する事項

（幹事会）

第８条総会で選出された幹事館は、幹事会を構成する。

２幹事会は、必要に応じて幹事会を開催し、会の運営にあたる。

３幹事館の任期は２年とする。ただし、再任を妨げない。

４補欠により選出（幹事会の選出）された幹事館の任期は、前幹事館の残任期間と

する。

,,'Ｗ１恥､

（代表幹事館）

第９条幹事館は、互選で代表幹事館を選出する。

２代表幹事館は、幹事会を招集し、会議の議長となり会務を統括する。

（会計）

第１o条本会の経費は、会費、事業分担金およびその他の収入をもってあてる。

ただし、必要に応じて実費を徴収することができる。

２会費は、別に定める細則により、年度始めに納入しなければならない。

３年度途中に、加盟または脱会した場合、当該年度の会費を全額納入しなければな

らない。

４会費および事業分担金は、総会において決める。

５本会の収入および支出は、幹事館の中の会計担当館が経理する。

６本会の年度は、毎年５月１日に始まり翌年４月３０日に終わる。

'mmmmMmMm1il1IWh（ 

（監査館）

第ｎ条総会で選出された監査館をおく。

２監査館は、会の会計を監査する。

附則

２ 
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ｌこの会則は昭和６３年５月１９日より施行する。

２この会則の改正は平成１０年５月１日よりこれを施行する。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

会費細則

条
条
条
条

１
２
３
４
 

第
第
第
第

会則第１０条第２項による会費は、本細則による。

正会員は、年額６，０００円とする。

賛助会員は、年額１０，０００円とする。

この細則の変更は、総会の承認を必要とする。

r'w1ⅧwMmlmm、

附則

この細則は平成１０年５月１日よるこれを施行する。１ 

/繍孫ⅧMM;1m、

３ 
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SALA加盟館名簿

郵便番号

３５９－］］1２ ０４－２９２５－１１１１ 

３５２－８５０１ o４Ｂ－４７８－３８６４ 

３３６－Ｏｇ７ｑ 
０４８－６７８－３７９５ 

３４４－００５】 ０４８－７５５－２９５６ 

３３０－Ｂ５４Ｂ ０４８－６４１－７４６８ 

３５０－０４９５ ０４９－２７６－１４１６ 

３３３－０８３１ ０４８－２９４－２０１１ 

３４３－Ｂ５４０ oｑ８－９７３－４１２２ 

３８９－０２９３ ０４８－５８５－６８１６ 

３４８－００６５ ０４８－５６２－０７１１ 

３５０－１２２７ ０４２９－８６－１８２３ 

３３Ｂ－Ｂ５７０ ０４８－８５８－３６６６ 

３４７－Ｂ５０３ ０４８０－６５－５５２４ 

３３７－Ｂ５７０ ０４８－６８７－５１０７ 

３５２－８５】０ ０４８－４７７－０５５５ 

３５４－Ｂ５ｌＯ ０４９－２７４－１５０８ 'mwmmlm蝉、

３５０－０２９５ ０４９－２７１－７７３７ 

３５０－】2５３ ０４９－２４６－５２５１ 

３５０－１】1０ Ｏ４９－２４６－３２１Ｂ 

３５０－Ｏ２ＢＢ ０４９－２８２－３６１２ 

３５７－８５５５ ０４２９－７２－１１７１ 

３６２－Ｂ５Ｂ５ ０４８－７２５－５４６１ 

３５０－】３３５ ０４－２９５４－７５７５ 

３４３－０１０２ ０４８－９９１－３１１１ 

３５５－８５０１ ０４９３－３１－１５３２ 

３５０－１３９８ ０４－２９５２－１６２４ 

３５０－１】9７ Ｏ４９－２３２－１１１ｌ 

３５０－】】９８ ０４９－２３２－３１１１ 

３５０－Ｏ３ｇｑ ０４９－２９６－２９１１ 

３４６－８５１２ ０４８０－２１－７６５６ 

３５０－００１５ ０４９－２３５－２１５７ 

３５０－Ｂ５Ｂ５ ０４９－２３９－１３２０ 
,Ｉｍ１ＷｍＡ 

３４０－００４２ ０４８－９４６－１６９３ 

３４５－Ｂ５０１ Ｏ４８０－３３－７５ｌｌ 

３３ｇ－Ｂ５３Ｂ ０４８－７４９－６１１１ 

３５６－Ｂ５３３ ０４９－２６９－２２６４ 

３４３－Ｂ５】】 ０４８－９７４－８８１１ 

３４７－Ｂ５０４ ０４８０－６６－２２３１ 

３５５－０１５６ Ｏｑ９３－５４－５１Ｏｌ 

３５Ｂ－ＯＯ３５ ０４２－９３２－】１２８

３５０－】３２】 ０４－２９５４－６１３１ 

３５０－０２８３ ０４９－２７９－２７１５ 

３３ｇ－Ｂ５０】 ０４８－７９７－２１４３ 

３ＢＩ－ＯＯ３Ｂ ０４８－５６４－３８２１ 

３５０－０３９６ ０４９－２９６－２０００ 

３５２－８５５８ ０４８－４７１－７１３２ 

３６０－０】９４ ０４８－５３６－６０１７ 

３５９－１】９２ ０４－２９４７－６７０５ 

３５５－０２９２ 0493-62-6711内線2220

４ 

No. 学校名 郵便番号 所在地 電話番号

１ 秋草学園短期大学図谷館 ３５９－１１１２ 所沢市和泉町１７８９ ０４－２９２５－１１１１ 

２ 跡見学園女子大学図魯館 ３５２－８５０１ 新座市中野１－９－６ ０４８－４７８－３８６４ 

３ 浦和大学・浦和短期大学部図呑館・情報センター ３３６－０９７４ さいたま市緑区大崎３５５１ ０４８－６７８－３７９５ 

４ 共栄大学・共栄学園短期大学図谷館 ３４４－００５】 春日市内牧４１５８ ０４８－７５５－２９５６ 

５ 国際学境埼玉短期大学附属図谷館 ３３０－８５４８ さいたま市大宮区市吉敷町２－５ ０４８－６４１－７４６８ 

６ 埼玉医科大学附属図谷館 ３５０－０４９５ 入間郡毛呂山町大字毛呂本郷３８ ０４９－２７６－１４１６ 

７ 埼玉学園大学情報メディアセンター ３３３－０８３１ 川ロ市木曽呂１５１０ ０４８－２９４－２０１１ 

８ 埼玉県立大学情報センター ３４３－８５４０ 越谷市三野宮８２０ ０４８－９７３－４１２２ 

９ 埼玉工業大学附属図谷館 ３６９－０２９３ 深谷市普済寺１６９０ ０４８－５８５－６８１６ 

1０ 埼玉縄文短期大学図谷館 ３４８－００４５ 羽生市下岩瀬４３０ ０４８－５６２－０７１１ 

1１ 埼玉女子短期大学図谷館 ３５０－１２２７ 日高市女形１６１６ Ｏ４２９－８６－１８２３ 

1２ 埼玉大学図谷館 ３３８－８５７０ さいたま市桜区下大久保２５５ ０４８－８５８－３６６６ 

1３ 埼玉短期大学図谷館 ３４７－８５０３ 加須市花崎江橘５１９－５ ０４８０－６５－５５２４ 

1４ 芝浦工業大学大宮図谷館 ３３７－８５７０ さいたま市見沼区操作３０７ Ｏ４８－６８７－５１０７ 

1５ 十文字学園女子大学図谷・情報センター ３５２－８５１０ 新座市菅沢２－１－２８ ０４８－４７７－０５５５ 

1６ 淑徳大学みずほ台図谷館 ３５４－８５１０ 入間郡三芳町藤久保１１５０－１ ０４９－２７４－１５０８ 

1７ 城西大学水田記念図谷館 ３５０－０２９５ 坂戸市けやき台１－１ ０４９－２７１－７７３７ 

1８ 尚美学園大学メディアセンター
３５０－１１５３ 

３５０－１１１０ 

川越市下松原６５５（上福岡キャンパス）

川越市豊田町１－１－１（川越キャンパス）

０４９－２４６－５２５１ 

Ｏｄｌ９－２４６－３２１８ 

1９ 女子栄養大学図谷館 ３５０－０２８８ 坂戸市千代田３－９－２１ ０４９－２８２－３６１２ 

2０ 駿河台大学メディアセンター ３５７－８５５５ 飯能市阿須６９８ Ｏ４２９－７２－１１７１ 

2１ 聖学院大学総合図谷館 ３６２－８５８５ 上尾市戸崎１－１ ０４８－７２５－５４６１ 

2２ 西武文理大学図谷館 ３５０－１３３６ 狭山市柏原新田下河原３１１－１ ０４－２９５４－７５７５ 

2３ 大正大学附属図谷館埼玉分館 ３４３－０１０２ 北葛飾郡松伏町大字築比地 ０４８－９９１－３１１１ 

2４ 大東文化大学60周年記念図谷館 ３５５－８５０１ 東松山市岩殿長坂５６０ Ｏ４９３－３１－１５３２ 

2５ 東京家政大学図谷館狭山図谷館 ３５０－１３９８ 狭山市稲荷山２－１５－１ Ｏ４－２９５２－１６２４ 

2６ 東京国際大学金子泰蔵記念図谷館
３５０－１１９７ 

３５０－１１９８ 

川越市的場北１－１３－１（第１キャンパス）

川越市的場北２５０９（第２キャンパス図谷館）

０４９－２３２－１１１１ 

o４９－２３２－３１１１ 

2７ 東京危機大学総合メディアセンター鳩山サテライトセンター ３５０－０３９４ 比企郡鳩山町石坂 ０４９－２９６－２９１１ 

2８ 東京理科大学久喜図谷館 ３４６－８５１２ 久喜市下滑久５００ Ｏ４８０－２１－７６５６ 

2９ 東邦音楽大学図書館 ３５０－００１５ ﾉ１１越市今泉８４ Ｏ４９－２３５－２１５７ 

3０ 東洋大学附属図谷館川越図谷館 ３５０－８５８５ 川越市鯨井２１００ ０４９－２３９－１３２０ 

3１ 渦協大学図谷館 ３４０－００４２ 草ｶﾛ市学園町１－１ ０４８－９４６－１６９３ 

3２ 日本工業大学図呑館 ３４５－８５０１ 南埼玉郡宮代町学園台４－１ ０４８０－３３－７５１１ 

3３ 人間総合科学大学図谷館 ３３９－８５３８ さいたま市岩槻区馬込１２８８ Ｏ４８－７４ｇ－６１１１ 

3４ 文京学院大学ふじみ野図呑館 ３５６－８５３３ ふじみ野市色久保１１９６ Ｏ４９－２６ｇ－２２６４ 

3５ 文教大学越谷図谷館 ３４３－８５】１ 越谷市南荻島３３３７ ０４８－９７４－８８１１ 

3６ 平成国際大学附属図谷館 ３４７－８５０４ 加須市水深大立野２０００ Ｏ４８０－６６－２２３１ 

3７ 武蔵丘短j､大学図谷館 ３５５－０１５４ 比企郡吉身町大字南吉見111-1 ０４９３－５４－５１０１ 

3８ 武蔵野音楽大学入間キャンパス図呑館 ３５８－００３５ 入間市中神７２８ Ｏ４２－９３２－１１２８ 

3９ 武蔵野学院大学図呑館 ３５０－１３２１ 狭山市上広瀬８６０ Ｏ４－２９５４－６１３１ 

4０ 明海大学歯学部メディアセンター（図書館） ３５０－０２８３ 坂戸市けやき台１－１ ０４９－２７９－２７１５ 

4１ 目白大学岩槻図谷館 ３３９－８５０１ さいたま市岩槻区浮谷３２０ ０４８－７９７－２１４３ 

4２ ものつくり大学図呑館情報センター ３６１－００３８ 行田市前谷３３３ Ｏ４８－５６４－３８２１ 

4３ 山村学回短期大学図谷館 ３５０－０３９６ 比企郡鳩山町石坂６０４ ０４９－２９６－２０００ 

4４ 立教大学新座図呑館 ３５２－８５５８ 新座市北野１－２－２６ ０４８－４７１－７１３２ 

4５ 立正大学情報メディアセンター熊谷図密館 ３６０－０１９４ 熊谷市万吉１７００ Ｏ４８－５３６－６０１７ 

4６ 早稲田大学所沢図谷館 ３５９－１１９２ 所沢市三ヶ島２－５７９－１５ Ｏ４－２ｇ４７－６７０５ 

4７ 国立女性教育会館女性教育情報センター ３５５－０２９２ 比企郡嵐山町菅谷７２８ 0493-62-6711内線2220
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武蔵野学院大学図書館 平成２３年４月１日
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所在地 〒350-1321狭山市広瀬台３丁目２６番１号

TELO4-2954-6131(代）

学部・学科 大学 ● 

● 国際コミュニケーション学部国際コミュニケーション学科

短期大学：幼児教育学科

大学院 大学院：国際コミュニケーション研究科国際コミュニケーション専攻

研究所 日本総合研究所

特色ある

． レクション

高橋一男先生記念文庫（中・仏・英・米文学中心）

ＮＡＣＳＩＳ IＬＬ■参加□不参加 CAT■参加□不参加 期間番号FykO22958

複写

担当係

申込方法

受付様式

料金

決済方法

支払方法

備考

(頑1用制限等）

係名受付係 TＥＬＯ４－２９５４－６１３１ 

■郵便■ファックス（04-2954-6134）■電話□NACSIS-ILL

■私立大学図書館協会様式■国立大学間様式

□往復ハガキ■その他

■電子複写基本料金円

□その他

￣ 

枚３０円

■公費（ロ前納■後納）■私費（ロ前納■後納）

ロ郵便振替□銀行振込■現金書留■郵便為替

■切手（円以内）

所蔵調査
担当係

依頼方法

備考

係名受付係TELO4-2954-6131

□文書■ファックス■電話

所蔵図書はインターネット公開

図書館間貸出
■可

□否

担当係

依頼方法

期間

備考

係名受付係TELO4-2954-6131

■文書■ファックス■電話□NACSIS-ILL

３０日間 冊数 ５冊
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閲覧

担当係

事前連絡

持参書類

受付時間

複写受付時間

館外貸出

備考

(利用制限等）

係名受付係TELO4-2954-6131

必要

紹介状・共通閲覧証（身分証明する物を携行のこと）

９ ● 

● ００ 戸～ １７ 
● 

● ００（土曜日～１３ ● 

● ００） 

９ 
● 

● ００ 戸筥豈 １７ 
● 

● ００（土曜日～１３ ● 

● ００） 

不可

一般公開については検討中。

開館時間
通常

春期休業中

夏期休業中

冬期休業中

９ ● 

● ００ 二～ １９ 
● 

● １５（土曜日～１３ ● 

● ５０） 

９ 
● 

● ００ 岸～ １５ 
● 

● ４５（土曜日～１３
● 

● ５０） 

９ ● 

● ００ 岸～ １５：４５（土曜日～１３ ● 

● ５０） 

９ ● 

● ００ ﾆミヴ １５ 
● 

● ４５（土曜日～１３ ● 

● ５０） 

休館曰
春期休業中

夏期休業中

冬期休業中

その他の休館日

その都度定める

８月中旬（１週間程度）

年末・年始

● 日曜、祝祭日

･大学行事、蔵書点検その他業務関係で臨時休館することがある





地
鑿

⑤ ③… ④ ② ① 
9.000 9.000 9.000 9.000 

⑨ 
事務室
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武蔵野学院大学大学院 研究科委員会運営規程（案） 

 

 

（設 置） 

第１条   武蔵野学院大学大学院学則（以下「学則」という）第 8条の規程により、こ

の運営規程を定める。 

 

（構成員） 

第２条   研究科委員会は、研究科の授業を担当する教授で構成する。必要があれば、

准教授以下を加えることができる。但し、准教授以下は、第 6条に関する評決

に加わることができない。 

   ２  研究科委員会に学長は出席することができる。 

 

（招 集） 

第３条   研究科長は、研究科委員会を招集し、その議長となる。 

   ２  学長が研究科委員会に出席した時は、学長が議長となる。 

 

（開 催） 

第４条   研究科長は、研究科に係わる事項を審議する為、研究科委員会を招集する。 

 

（審議事項の提示） 

第５条   研究科委員会の招集に当たっては、審議すべき事項をあらかじめ提示しなけ

ればならない。 

 

（審議事項） 

第６条   研究科委員会は、本学の教育方針に立脚し、下記事項を検討、審議の上で決

定する。 

       （１）大学院学則及び諸規程の制定・改廃に関する事項 

       （２）研究科の授業科目及び授業担当教員に関する事項 

       （３）教員の審査に関する事項 

       （４）院生の入学・休学・退学・再入学・転学・除籍に関する事項 

       （５）院生の学業成績に関する事項 

       （６）修士・博士の学位に関する事項 

       （７）院生の賞罰に関する事項 

       （８）その他、必要な事項 
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（研究科委員会の成立） 

第７条   研究科委員会はその構成員の過半数の出席がなければ会議を開くことができ 

     ない。 

   ２  学位授与に関する事項、学位取消事項に関する研究科委員会は、その構成員

の 3分の 2以上の出席がなければ、会議を開くことができない。 

 

（議 決） 

第８条   議決を要する審議事項につき、賛否同数の場合は、議長が裁決する。 

   ２  学位授与に関する事項、学位取消事項に関する審議事項の議決については、 

      「学位授与に関する規程」で定める。 

 

（記 録） 

第９条   研究科委員会の議事はこれを記録し、構成員は欠席の者も含めてこれに捺印

して保存する。 
 

（構成員以外の出席） 

第１０条  研究科委員会には議長の要請により、構成員以外の教職員が出席し、説明も 

     しくは意見を述べることができる。 

 

（事務処理） 

第１１条  研究科委員会の庶務は、教務部が処理する。 

 

（規程の変更） 

第１２条  この規程の変更は、研究科委員会の構成員の過半数の承認を経て、学長が決 

     定する。 

 

    

附 則   この規程は平成 19 年 4 月 1 日より施行する。 

   ２  この規程は平成 23 年 4 月 1 日より施行する。 
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公開講座の実施実績一覧 
 

回 開催年 期 講座数 受講者総数 1 回あたりの受講者数 
第 1 回 平成 12(2000)年 通年 8 269 33.6 

第 2 回 平成 13(2001)年 
前期 4 176 44.0 

54.1 
後期 7 464 66.3 

第 3 回 平成 14(2002)年 
前期 4 168 42.0 

57.2 
後期 7 507 72.4 

第 4 回 平成 15(2003)年 
前期 4 178 44.5 

61.8 
後期 7 554 79.1 

第 5 回 平成 16(2004)年 
前期 4 177 44.3 

61.5 
後期 6 472 78.7 

第 6 回 平成 17(2005)年 
前期 4 165 41.3 

39.2 
後期 6 223 37.2 

第 7 回 平成 18(2006)年 通年 7 501 71.6 
第 8 回 平成 19(2007)年 通年 15 268 17.8 
第 9 回 平成 20(2008)年 通年 6 149 24.8 
第 10 回 平成 21(2009)年 通年 6 154 25.7 
 

平成 17［2005］年度 武蔵野学院大学・武蔵野短期大学公開講座一覧 
（前期） 

 実 施 日  講 座 名  講 師 名 
第 1 回  6 月 11 日（土） コンピュータの楽しみ 室本 弘道（武蔵野学院大学教授） 
第 2 回  6 月 18 日（土） インターネットでお買い物 都倉 武之（国際センター講師） 
第 3 回  7 月 2 日（土） パソコンでメール 遠山 久也（武蔵野学院大学講師） 
第 4 回  7 月 9 日（土） メールで暑中見舞い 鈴木 陽子（武蔵野学院大学講師） 
 
（後期） 

 実 施 日  講 座 名  講 師 名 
第 1 回  9 月 17 日（土） 「経済学」の窓から 高橋 暢雄 

（武蔵野学院大学・武蔵野短期大学学長） 

第 2 回 10 月 1 日（土） 「ビジネス」の窓から 山崎 和邦（武蔵野学院大学教授） 

第 3 回 10 月 8 日（土） 「国際交流」の窓から 大内 章年（武蔵野学院大学講師） 
第 4 回 10 月 15 日（土） 「国際化社会」の窓から 都倉 武之（国際センター講師） 
第 5 回 10 月 22 日（土） 「国際情勢」の窓から 室本 弘道（武蔵野学院大学教授） 
第 6 回 10 月 23 日（日） 「学術研究」の窓から 小川原 正道（武蔵野短期大学助教授） 
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平成 18［2006］年度 武蔵野学院大学・武蔵野短期大学公開講座一覧 
（第一次） 

 実 施 日  講 座 名  講 師 名 
第 1 回  7 月 8 日（土） 明るい未来を迎えるために考えてみ

よう日本の防衛…日本の安全保障と

自衛隊の役割 

外薗 健一郎 
（航空自衛隊中部航空方面隊司令官 空

将） 

（第二次） 
 実 施 日  講 座 名  講 師 名 

第 1 回  9 月 30 日（土） 日本人の生活と茶 植竹 隆（清風園代表取締役）、林 猛
（武蔵野学院大学教授）、佐々木 隆
（武蔵野学院大学教授） 

第 2 回 10 月 7 日（土） 今、なぜ狭山茶か 岡野 平八（岡野園代表取締役・お茶

料理研究科） 
第 3 回 10 月 14 日（土） 井伊直弼の茶道 

狭山茶をどうぞ 
－美味しいお茶の入れ方－ 

大久保 治男（武蔵野学院大学副学長） 
斉藤 益弘（日本茶インストラクタ

ー・斉藤園取締役） 
第 4 回 10 月 21 日（土） 茶業研究の現場から！ 嶋﨑 豊（埼玉県農林総合研究センター

茶業特産研究所次長） 
第 5 回 10 月 22 日（土） これからの狭山茶 横田 泰宏（手もみ茶保存会副会長・

日本茶インストラクター・横田園取締役） 
 

平成 19［2007］年度 武蔵野学院大学・武蔵野短期大学公開講座一覧 
 実 施 日  講 座 名  講 師 名 

第 1 回  5 月 12 日（土） 維新動乱期の熱き若者たち 小川原 正道（武蔵野学院大学大学

院・武蔵野学院大学准教授） 
第 2 回  5 月 19 日（土） 中国語の初歩を学ぶ 楊 華（武蔵野学院大学国際センター講

師） 
第 3 回  5 月 26 日（土） 体験を語る：箱根駅伝を走る 神屋 伸行（武蔵野学院大学陸上競技

部監督） 
第 4 回  6 月 2 日（土） 心理学ルック・アラウンド 芳賀 明子（武蔵野短期大学教授） 
第 5 回  6 月 9 日（土） 心が通い合う社会福祉学入門 大塚 良一（武蔵野短期大学准教授） 
第 6 回  6 月 16 日（土） 身近な環境保護研究 川西 幸子（武蔵野学院大学教授） 
第 7 回  6 月 23 日（土） ビジネスマン・企業家として成功す

るタイプ・失敗するタイプ－四半世

紀近いビジネスマンの経験を通して

－ 

山崎 和邦（武蔵野学院大学教授） 
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第 8 回  6 月 30 日（土） 外国文学への招待・・・文学と演劇

を楽しむ 

佐々木 隆（武蔵野学院大学大学院・

武蔵野学院大学教授） 
第 9 回  7 月 7 日（土） 国際社会を生きる：中東・

欧州文化事情入門 
前川 清（武蔵野学院大学教授） 

第 10回  7 月 14 日（土） 七夕の起源は？日々が楽しい民俗学

ア・ラ・カルト 

林 猛（武蔵野学院大学大学院・武蔵野

学院大学教授） 
第 11 回  9 月 22 日（土） 鎌倉街道を行く・・・狭山歴史探訪 遠山 久也（武蔵野学院大学講師） 
第 12回  9 月 29 日（土） ちょっと体を動かしてみませんか！

健康つくりのために 

伴 好彦（武蔵野短期大学准教授） 

第 13回 10 月 6 日（土） 体験的温泉学入門・1000 の源泉を訪

ねて 

室本 弘道（武蔵野学院大学大学院・

武蔵野学院大学教授） 
第 14回 10 月 13 日（土） ぐい呑と世界やきもの 室本 弘道（武蔵野学院大学大学院・

武蔵野学院大学教授） 
第 15回 10 月 20 日（土） プロの技に学ぶ・コミュニケーショ

ンのこつ 

伊藤 伸二（武蔵野学院大学客員教授） 

 
平成 20［2008］年度 武蔵野学院大学・武蔵野短期大学公開講座一覧 

 実 施 日  講 座 名  講 師 名 
第 1 回 9 月 20 日（土） 民俗学の彼方に 

－祭りの文化について－ 

林 猛（武蔵野学院大学大学院・武蔵野

学院大学教授） 
第 2 回 9 月 27 日（土） かけがえのない地球 

－地震学研究の世界的権威が語る－ 

島村 英紀（武蔵野学院大学特任教授） 

第 3 回 10 月 4 日（土） 英文学ア・ラ・カルト 
－シェイクスピアから J. K. ロウリ

ングまで－ 

佐々木 隆（武蔵野学院大学大学院・

武蔵野学院大学教授） 

第 4 回 10 月 11 日（土） 狭山市歴史散歩 
－市内めぐりと講演－ 

遠山 久也（武蔵野学院大学講師） 

第 5 回 10 月 18 日（土） 携帯電話からケータイ 
－携帯電話の進化とコミュニケーシ

ョンの変化－ 

木暮 祐一（武蔵野学院大学客員教授） 

第 6 回 10 月 19 日（日） 日本の伝統文化を考える 
－“ことわざ”に見る生活の知恵－ 

大久保 治男（武蔵野学院大学副学長） 
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平成 21［2009］年度 武蔵野学院大学・武蔵野短期大学公開講座一覧 
 実 施 日  講 座 名  講 師 名 

第 1 回 9 月 19 日（土） 狭山市歴史散歩 遠山 久也（武蔵野学院大学講師） 
第 2 回 9 月 26 日（土） 食「蕎麦」の民俗文化 林 猛（武蔵野学院大学大学院・武蔵野

学院大学教授） 
第 3 回 10 月 3 日（土） 心も体も生き生き仲間づくり 輪嶋 直幸（武蔵野学院大学教授） 
第 4 回 10 月 10 日（土） 趣味と学びの人生 室本 弘道（武蔵野学院大学大学院・

武蔵野学院大学教授） 
第 5 回 10 月 17 日（土） 埼玉の地震と地球との関わり 島村 英紀（武蔵野学院大学特任教授） 
第 6 回 10 月 18 日（土） 井伊直弼と篤姫の時代に学ぶ 大久保 治男（武蔵野学院大学副学長） 
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ファカルティー・デベロップメント（FD）プログラム 
 
 
大学院教員研修会 
対象：大学院教員 時期：年 2 回、4 月と 10 月に 1 日間実施 
目的：大学院教員として、大学の中枢の位置を占め、他の教授を指導する立場であること

の自覚を促し、また若手教員や外部講師によって、情報通信機器を利用した新しい教育方

法の研修を行う。 
プログラム案 担当者 
 
○武蔵野学院大学大学院の理念と目標、ベテラン教員の心得 
 
○大学院教育の現状と期待 
 
○大学院生指導の心得、教訓 
 
○教育技法講座 
 ・新しい教育方法について 
 ・情報通信機器利用講座、実技 
 ・留学生指導方法 
 ・授業方法総論、シラバス、授業計画作成方法、講義方法、演

習指導方法 
 ・ディスカッション、ディベート方法、学業評価方法 
 ・教育機器利用方法 
 ・論文指導方法 
 
○大学院生指導講座（生活指導、進路指導） 
 
○教育技法に関する意見交換・ディスカッション 

 
講師：学長、研究科長 
 
講師：研究科長 
 
講師：教務部長 
 
 
講師：研究科長 
講師：機器担当教員 
講師：国際センター長 
講師：教授 
 
講師：教授 
講師：機器担当教員 
講師：研究科長 
 
講師：学生部長、就職部長 
 
参加者 
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学生による授業評価項目 
 
 学生による授業評価は、以下の各項目について、「Ａ＝そう思う」「Ｂ＝どちらかといえ

ばそう思う」「Ｃ＝普通」「Ｄ＝どちらかといえばそう思わない」「Ｅ＝そう思わない」の５

段階で実施する。無記名で回答し、集計・分析は教務部が担当する。 
 
Ⅰ．学生自身の取り組み 
①授業によく出席したか。                  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 
②シラバスを活用したか。                  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 
③授業を真剣に受けたか。                  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 
④授業の内容をよく理解できたか。              Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 
⑤授業の内容に興味を覚えたか。               Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 
⑥この授業のノートをしっかりとったか。           Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 
⑦この授業を履修して良かったか。              Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 
⑧授業の予習・復習はしっかり行ったか。           Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 
 
Ⅱ．教員の取り組み 
①教員の声の大きさは適切だったか。             Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 
②教員の授業の進行速度は適切だったか。           Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 
③教員の熱意が伝わってきたか。               Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 
④教員は理解を助けるために OHP、ビデオなどの視聴覚教材を活用していたか。 
                              Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 
⑤教員は授業をわかりやすく伝えるよう努力をしていたか。   Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 
⑥シラバスに沿って授業が行われたか。            Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 
⑦教科書やテキストは適切だったか。             Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 
⑧授業は学生の理解力に配慮されていたか。          Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 
⑨講義の場合、一方的でなく、適宜に質問を行っていたか。   Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 
⑩演習の場合、教員の指導は適度・適切であったか。      Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 
⑪研究指導の場合、教員の指導は適度・適切であったか。    Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 
⑫授業における課題の設定は適切であったか。         Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 
⑬クラスの規模（人数・教室）は適切であったか。       Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 
⑭教員は学生の質問に対して丁寧に回答したか。        Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 
⑮決められた時間通り授業が行われたか。           Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 
 
 自由記入欄 
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